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商
売
繁
盛「
五
日
え
び
す
」

南
市
恵
毘
須
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

南
市
恵
毘
須
神
社
の
本
殿
‖
奈
良
市
南
市
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
南
市
町

（
祭
神
）
事
代
主
命

（
交
通
）
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
徒
歩
約

分
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
見
学
）
境
内
は
普
段

立
ち
入
り
禁
止

祭
事
の
時
の
み
開
放

（
駐
車
場
・
電
話
）
な
し

南
市
恵
毘
須
神
社
は
、

奈
良
市
の
中
心
市
街
地
に
あ

る
も
ち
い
ど
の
セ
ン
タ
ー
街

に
隣
接
す
る
南
市
町
に
鎮
座

し
ま
す
。
南
市
と
い
う
市
は

鎌
倉
時
代
に
開
か
れ
た
と
さ

れ
、
高
天
市
、
北
市
と
と
も

に
「
南
都
の
三
市
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

こ
の
神
社
は
春
日
大
社
の

境
外
末
社
で
、
鎌
倉
時
代
の

創
建
と
伝
わ
り
ま
す
。
本
殿

は
一
間
社
春
日
造
、
祭
神
は

事
代
主
命
で
、
え
び
す
様

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
市
場
の

守
護
神
と
し
て
お
祭
り
さ

れ
、
招
福
と
商
売
繁
盛
の
神

様
と
し
て
有
名
で
す
。

１
月
４
日
に
宵
宮
、
翌
５

日
に
本
祭
の
初
戎
が
行
わ

れ
ま
す
。
県
内
で
年
の
初
め

の
最
初
の
｢
え
び
す
祭
｣
と
言

わ
れ
、
｢
五
日
え
び
す
｣
と
の

呼
称
で
も
名
高
く
、
多
く
の

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

か
つ
て
は
県
内
の
数
あ
る

え
び
す
祭
で
最
も
に
ぎ
わ
っ

た
と
伝
わ
り
ま
す
。
大
正
時

代
に
は
歌
人
の
会
津
八
一
も

訪
れ
、
「
笹
の
葉
に
鯛
吊
り

下
げ
て
あ
を
に
よ
し
奈
良
の

巷
は
人
の
波
打
つ
」
（
原

文
は
か
な
）
と
往
時
の
様
子

を
伝
え
て
い
ま
す
。
１
９
６

５
年
ご
ろ
ま
で
芸
者
を
乗
せ

た
宝
恵
籠
が
繰
り
出
し
て
い

ま
し
た
。

春
日
大
社
を
神
仏
習
合
の

観
点
で
描
い
た
春
日
曼
荼
羅

を
保
有
す
る
南
市
町
自
治
会

が
日
ご
ろ
か
ら
神
社
の
世
話

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
祭
で

は
春
日
大
社
の
神
官
や
巫
女

に
よ
る
神
事
が
行
わ
れ
、
同

自
治
会
え
び
す
講
が
吉
兆
笹

を
販
売
し
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

松
森
重
博
）


